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of Sugadaira and its vicinity 

菅平付近のlIm乳見守相については，小泉， {長沢，広瀬 (1963)，安藤(1964， 1967) 仕どの報?!?

があり，大・に!こI型種についてはよく知られているが，小型1':[1についての調査は不ト分である O

上記報告の他に食虫 lヨとネズミ科については， 岸EEI (1935)，宮尾・金森(1964)があるが，翼

手 I~I については，今日なお，未調査に近い状態である。

ここでは3JL在までに知られた種を記録し，必要に応じ測定値，際本の所有:，過去の記録，生

などを付記した。

菅平付近の晴字L類

1. Insectivora 食虫目

1. Soricidae トガリネズミ1'-'-1-

1) Sore:r sh/77to Tr-rOMAS トガリネズミ

頭)lI~lR : 43-65 m m 体重:3.0-7. 5g m子 n:~-Iヤ

!阪のダケカンパ林内に多い。尖験所的内では，夏季

には1iliれていないが冬季には捕れる。剥製;ι限:主1木:古

平|巳自三主!然館

2) Crocidurαdsi77ezumi (TEMJ¥11NCK) ジネズミ

頭!lI司長:56-62 mm  体重:5.7-7. Og 数は少な

く， 1963-1966:i'j三のIIliに 4頭捕獲され， うち 1頭は

庄内で制Jれた。剥製üW本:菅平 I~! 然的

3) Clumarrogale jJlatyceρんαla(TEJ¥1MINCK) カ

ワネズミ

DWJI司 l~ : 114 m m 体重:50 g 大iり行111沢(合流より

500 m程上流)で'jilJ獲されている 14)。飼育中にはキ

リギリスなども食べた。剥製t1jl{本:;1ぎ王子i当然firl

2. Talpidae モ グ ラ 科

4) Mogel・awogura (TEMMINCK)モグラ

¥:1W11司長:92-130 m m 体重:45-70 g 弊死体を 3

頭得ている。剥製際木:生物実験所

5) Dymecodonρilirostris TRUE ヒメヒミズ

強制長:67-75 mm  体重:9，4-11. 5 g根子岳lこ1:1

Il夏や渓谷林ではヒミズより木種の方が多い8)。 実験

所構内ではとミズと共に捕れる。木誌は私から冬に

多く，夏にはほとんど、捕れない。

6) Urotrichus ta!ρoid目 TEMMINCI<ヒミズ

UWll~lK : 70-97 111 m {木市:14-20 g 行平ではハ

タネズミと共に多い陀である。 1おiI打H挫並控.]1な;2そ(1小!卜N¥吋{休本木'f坑{

でで、ある O

II. Chiroptera 翼手自

3. Rhinolophidae キクガシラコウモリ科

7) Rhino!oρhus戸yγumeqw川 Wl(SCHlミEBEIミ)キ

タガシラコウモリ

液渋e{本が実lh全Jリ?に保存されていたが1，2) 1966年

の松代前発地震の1;祭に破損した。

4. Vespertilionidae ヒナコウモリ科

8)λ1U7力laαurαtaMILNE-EDWARDS コテング

コウモリ

この感はアカモズの早にえとして，本実験PJi'の有車IJ

鉄線にさされていたものである 12)。

III. Prima tes 霊長呂

5. Cercopithecidae オナガザノレ科

9) j¥1acaca f;的 catαBLYTH ニホンザノ[/

手!]ín~l尺 lì) 米子の山岳部3) 1Li=!I¥fifU.l1頁および米子沢p

f引irJ沢，開場の奥に生息するとの報告があるJ)。最近

で'v土1971年駄に大日向宮前者151ftで目安存されているo

IV. Lagomorpha 兎呂

6. Leporidae ウサギ科

10) Lψus brachyurus TEMMINCK ノウサギ
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頭JlI~]長: 500 m m 体主:2500-2540 g {肉体数は多

い。冬季に I~I化するものは，河原点1I よりも+R子， Iιi 

I¥iifの山腹以前iに多し、o 1964:-rj'.1 n 111::1原行地で1ili獲

されたdtit 1本軍 2500g の背)f}j1111 Vこ，当地方でホヤ

と11乎ばれる水出(約 70g)があった。 剥製版本:

'I苦王子自然飴 (@îJII~JK : 500 m m， {本:J(: 2540 g 1967 

年jllHITD

v. Rodentia 謡歯自

7. Sciuridae リス科

11) Sciunι.¥' lis TEMMINCK リス

E混)11司lW:: 200 m m {本軍:208 g アカマツ， カラマ

ツ林で見かけられる。長Ij製保木:生物実験JiH

12) Petauristαleucogenys TEMMINCK ムササピ

頭)JI司長:265 m m  体主:335 g t111itなどの大木の

ある場所以外では，ほとんど見かけ句られず， {m!体数

も少ない。剥製味本.生物実験Fn(19701j:. 9 Pl，大

正11訂すださきU-I，雌)

8. Cricetidae キヌゲネズ、ミ科

13) Aschizo7nYs山:gatae(ANDERSON)ニイガタ

ヤチネズミ

QWII司長:81 m m  体重:24 g も=平で、は個体数の少

ない砲で，渓谷林やI1E高山の針葉樹林に生息するわ。

14) Eotheno7nYs smithi (THOMAS)スミスネズミ

@j)]I~] 長: 66 mm  体ill:: 17 g 渓谷林やIIE高111針葉

樹林なと、で'JrIiれるが， WM本数は少なし、8>。

15) li1icrotus 7no71tebelu (MILNE.EDWARDS) ハ

タネズミ

牟

虫頭到>~î引î)籾JI限!再司;長長 :刈10∞O一 128mm  {体本主 :2お5一 4ω9g 苦;昔ま平付近近

のi哨l可引刊rI市i日;乳1海鋲主説II仁:判i

林， 牧〕草守草[，予育脊L与号T刈麦， キャベツ， ニンジン， 馬鈴薯な

どを食害する O 草原や伐!沼地に多い。官エ1[.のハタネ

ズミについては 2--....3のfll告がある 7，8， 13>。現在ま

での最大個体は，雌， m~IJI司長: 130 mm， 体重:57 

g， )毛:45 m m ()J合児数 5，)]f:i児総重量約lOg I:U 

産直前)1968!'j:.8月Jm穫。

9. Muridae ネス、ミ科

16) Aρodemus steciosus(TEMMINCK)アカネズミ

頭)JI~]長: 95-116 mm  体重:24-41 g本州では最

も普通の揺で，分布は広い。低地から標高 2000m 

の型高山花:まで分布する 4>。 ハタネズミが催占する

地域でも，少数ではあるが1i1iれる。

17) Aρodemus αrgenteus (TEMMINCK) ヒメ

ネズミ 京)JITiJK 66-89 m m 体重:11-23 g森林

法で， f氏j色から高山まで広く分布する。菅平ではハ

タネズミに次いで多¥，，8> 0 20 g 以下の個体が多い。

18) Rαttus rattus (LINNAEUS) グマネズミ

強)lI~]長: 145-175 mm  体重:75-143 g 人家で

捕獲されるが， ドブネズミほど多くない。菅平のグ

マネズミの官'怖については報告がある 11>。

19) Rattus 710rvegicus (BEI~KENHOUT) ドブネズ

人家に多い。 1農家で 1笛月 IIrJに，幼体 5{m!体を合

む3011母体が1í1ìれた(黒色 ~fj~ 3 設を合む)。他のj~所で

出土した16{間体1:1=1，10頭が虫色出(2頭は部分自化型)

であった。夏以には人家から 500mも離れた草原で、

1iIiれることがある。菅平のドブネズミについては消

水11>の報告がある。

10. Gliridae ヤマネ科

29) GLiru!us Jaρonicus (SCHINZ)ヤマネ

来日熊沢での目撃17> や体育研究場付近などでの1i1i獲])

の記録がある O 剥製~~\~本:菅平 I~j 然官官(1 9651j'. 9 月

ひばり沢)

VI. Carnivora 食肉呂

11. Canidae イヌ科

21) Vu伊esvulρes (LINNAEUS)キツネ

{I副本数は多くない。 1964~r 6月菅平i十1KJ:1.，同年 9月

菅平間組，同年10月菅平由記1で捕獲されたO 近年増

加しているらしい。長Ij製標本.m~骨保木:生物実験

所 (Ql'l骨基底長:134 m m) 

22) Nyctereutes jJrocyonoides (GRA Y) タヌキ

根子8:i仁1=1)]互の芝地で目撃ししたことがある。 1963年10

月 7苦王子向 ~dlで1ï1ìれている。

12. Ursidae クマ科

23) Selenarctos thibeta71lιs (G.CUVIER)ツキノワ

グマ

菅平付近には少なくなし、10>。実験所t'b'J'内の大明子IjJ沢

にも I:U没する。剥製探木:;誌に平自然uHi(1968年 9月

25日)♀成獣 4才{立 82，5kg 6幼以当才 19kg 

液演出本:生物実験所 (193Uj三3月上旬，大松山で

分娩直后の仔を1i1lえ飼育したが 3箇月で死んだ。

雄10>)陵町謀本:生物実験所(頭骨基底長:225mm 

休:IfI45kgのflII体， 253 m m， 255 m m の 31ml体)

13， Mustelidae イタチ科P

24)λ1uste!α0・7nZ71ωLINNAEUSオコジョ
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I!.l:l阿山での|ヨ j竿17)や，様子IIi，Iz.t:l 1; IIT LLiのrllJJ立以日に

生息するとの報告がある 1}0

25)λ1ustela sibiricαPALLAS イタチ

Qj'IJJl司長:270-350 mm  休屯:260-365 g CMiJ 人

家付近に多い。剥製{謀本:;îl~;平 1;:1然 fi'， 'i (l 965~ 1'- 3 n 
横沢で1iIH1&， ~ßi JJl司長: 320 mm 本取:365 g HO 

頭骨{宗本:生物実験所(l969~ 1'- 5月，官平で什n笠，
頭骨基底長:52 mm  頭JlI司長:275 mm 休:IT(: 260 

g 1.ム10

26) /11αrtes melamρus WAGNElミテン

持VRI7
)に記j:最がある o flluこ渋沢でおIi獲されたキテン

の冬毛燃本がある。剥製t~l{本・ ;:~r平 I~l 然 rif\

27) li1eles meles a71αl?Uma TEMMINCK ニ 7)-;ン

アナグマ

UW1HK : 425-530 m m 1木市:1480-1900 g 人家

の近くで、捕獲されることがある。 禁剥iリj凡1製当引Jι似古栄q叫ヰ本(: ;EXドエ平ド引i白二主! 

然釘館((ο1965 年 ;1口"門J人守，司守平可平.Z.宇京組で、'11村11付il ì1挫態控箆苧以!江正説I兵出山~j引羽iり出j日出酔恥削II持ト制iトい同iυ4吐il止札j上;

{休木f毘m: 1900 g u<<f~ 手Lいl以j出兵式 : 0-1ト-1十2=6の) 

VII. Artiodactyla 偶諦目

14. Bovidae ウシ科

28) Cαρ戸rげ令Iた:c()ωr刀れβscrη凡lλsψρω (TE1'vlM“lNCK) プ力j二モlεEシ力

J抄松杭'1.1'員)'(ωl

大l隙l涼別7完釘2訂i叩:日氾:日!には多しい、o j法科~~:.~~付近でも見かけることが

ある O 骨1剣先i:本:生物尖!除Jin(1972{jミ7YJ IJLII¥J¥Ji-IJ 

111 

現在では菅平付近に見られない種類

Carnivora 食肉自

Canidae イヌ科

1) Cα71is lut叫んodotんilaxTEMMINCK ニホン

Suidae イノシシ科

3) Sus scrola leucοIllJ叫ピ1.1: TEl¥1l¥11NじK ニ 7J-;ン

イノシシ

オオカミ !リldi初・ 1:I:lJtJlまでは，古河/.付近に生息していた17)0 J: 

l明治 25--....，26{I:.頃までは真IIllllJj、;近にも生息したら 記のJ;LU)U~:'陰退 1M]、から多数の '1引告が 11 11 二i二しているの O

しい17)。長野県立上111高等学校に， i明治 14~r頃に，1詩 fi'J r:lll)~ で\治われたという部骨があるし 2) 0 山'j'I~l'仰木-

1111¥¥子岳It1Jj変で1ii!獲されたというニホンオオカミの頭 ;計二平rj然rii'i( j(j rUll尺で'Jfiわれたとし、ぅJ:'，~!Ho 0f1 'l'})主

骨(後頭部が破損)が{来存されへ計測されているム白ま長:300 mm rll]ll~~ì 欠， r:=! l'~，r列 j長: 870 mm) 

Ivlustelidae イタチ科 Cervidae シカ科'

2) Lutrα lutra whitele.yi G H，A Y ニホンカワウソ 4) Cervus 711ρjう071TEMl¥1INCK シカ

かつて，上回市や真田IIlJ宇付近に生息していたとい !宮沢岩陰遺跡から多数の骨が11"1ている白)。 菅平付近

う1，2， :))。菅平のnih-Jミ岩陰遺跡: (縄文IIH:W]--....，弥生後 にも明治中葉まで、は生息していたし 17)。傍i場ベ凶阿

ll!J)から，ニホンカワウソの I~ 顎骨がLH土したとの 山田付近で洛角を拾っている。洛角椋木:菅平gj然

報告があるが白熊本のli'IiiR主はしていなし、。 館(傍防長さ:157mm 角J主任:49， 8 x 30， 5 m m 

Artiodactyla 偶蹄目 角路上t"rl¥律:: 34， 5x30， 5mm) 

菅平付近の晴字L類相について

今日まで菅平付近で生息が確認されている11m乳類は， 7 1ヨ 14科 28種である O 記録された種

はし、ずれも本川村二l部の山岳地滑に普通のもので ，特筆に値するものはない。現在全く手のつけ

られていない翼手自の調査が進めば相当数の種類が追加されよう O

j二記の 71ヨ 14科 28種に ， 既 に 絶 滅 し た ニ ホンオオカミ，現在菅平付近には見られないニホ

ンカワウソ，シ カ，ニホンイノシシを加えると 7目16科 32種になる O シカは現在，千IJI]川

南岸の八ヶ岳，家科，武石などに，イノシシは伊那，諏訪地方に生息している。
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図 1 伝日りI~-J{ J:.ITI ~~)j等学校にFJT J1:i~ されているニホンオオカミの頭骨
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